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事業CD 款 目 事業名

担当課

(令和６年度担当課)

84 1 111251 総務費 文書管理費 総合支所庁内印刷管理事業 安土未来づくり課

84 2 070201 総務費 財産管理費 総合支所維持管理事業 安土未来づくり課

84 3 070401 総務費 財産管理費 総合支所公用車集中管理事業 安土未来づくり課

84 4 090501 総務費 財産管理費 旧やすらぎホール施設維持管理事業 安土未来づくり課

84 5 090701 総務費 財産管理費 安土市有財産管理事業 安土未来づくり課

88 6 116451 総務費 自治振興費 安土未来づくり事業 安土未来づくり課

94 7 701301 総務費 庁舎建設費 安土町総合支所庁舎整備事業 安土未来づくり課

98 8 170251 総務費 戸籍住民基本台帳費 総合支所戸籍住民基本台帳事業 安土未来づくり課

104 9 200751 民生費 社会福祉総務費 安土福祉自動車運行事業 安土未来づくり課

110 10 072501 民生費 老人福祉費 ひだまり庵維持管理事業 安土未来づくり課

130 11 074551 衛生費 環境衛生費 安土墓地公園維持管理事業 安土未来づくり課

130 12 960112 衛生費 環境衛生費 安土墓地公園基金積立金 安土未来づくり課

140 13 400201 農林水産業費 水産業総務費 豊浦舟だまり振興事業 安土未来づくり課

182 14 083701 教育費 社会体育施設管理費 安土内野グラウンド施設維持管理事業 安土未来づくり課

安土総合支所



無

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 05

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

＜事業概要＞

安土町総合支所庁舎の維持
管理を適正に行いました。
 
 
 
 
 施設の老朽化により、修繕費用が増加してします。引き続き、今後の支所利活用を含め、庁舎の維

持管理を適正に行ってまいります。

一般会計 決算書頁 資料

県支出金   

国庫支出金

県支出金   

財産管理費

予算額(千円) 35,803

総務管理費

＜事業概要＞

安土町総合支所における複
合機を集中管理し、経費の節
減を図るほか、資料印刷の内
容のコンパクト化、電子化等
による部数見直し等の省資源
化を図りました。
 
 
 
 

84

資料決算書頁 84

複合機を集中管理し、経費節減と省資源化を図りました。令和５年１０月より決裁書類の電子決裁
化に伴い印刷物の削減を図りました。

（前年決算 686

国庫支出金

決算額(千円) 32,465

支所維持管理は、修繕計画に基づき適正な維持管理を行っていますが、老朽化に伴い突発的に
ボイラーが故障したため緊急に修繕を行いました。（4,803千円）
 
 
 
 
 
 
 

総務費

（前年決算

所管課 安土未来づくり課

決算額(千円) 654

事業CD

会計

111251

一般会計

総務費

総合支所庁内印刷管理事業事業名

総務管理費

文書管理費

予算額(千円) 655

安土未来づくり課
総合支所維持管理事業事業名

070201

会計

事業CD

1

31,113

複合機の適正管理及び資料印刷内容、部数の見直し、電子化の推進等により紙の減量化を図り
ます。
 
 
 

2

所管課



無

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

西の湖すてーしょんトイレ管理業務委託 1 1 件

西の湖に隣接する立地条件
を生かした、観光振興と地域
福祉の増進が相互に図れる
観光福祉拠点として、適切な
維持管理を行いました。

　観光福祉拠点として利用者が安全に利用できるように定期点検を行い、適切な維持管理を図りま
す。

4

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

西の湖すてーしょん修繕（Ｒ４和室雨戸・Ｒ５軒樋） 1 1 件

＜事業概要＞

総務費

事業CD 090501
事業名 旧やすらぎホール施設維持管理事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 84 資料

安土町総合支所の公用車を
適正に集中管理し、公用車の
効率的な利用を図りました。
 
 
 
 
 

安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 84 資料

事業CD 070401
事業名 総合支所公用車集中管理事業

所管課

総務管理費 　西の湖すてーしょんは西の湖に隣接する立地条件を活かし、観光振興と地域福祉の増進の相互
が図れる観光福祉拠点として適切な建物の維持管理を行いました。
   西の湖周辺来訪者向けにトイレの管理業務委託を行いました。財産管理費

予算額(千円) 496

決算額(千円) 495

（前年決算 934

国庫支出金

今後も公用車を適正に集中管理し、効率的な利用を図ります。
 
 

3

＜事業概要＞

総務費

総務管理費 公用車運行業務に必要な維持管理を行いました。
 
 
 
 
 
 
 

財産管理費

予算額(千円) 1,279

決算額(千円) 1,264

（前年決算 1,180

国庫支出金

県支出金   



有

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

安土駅北口市有地舗装工事

工事前 工事完了

安土未来づくり課

＜事業概要＞ 安土駅北口倉庫裏高木伐採業務委託 - 132 千円

当課所有の施設、土地等の
維持管理、および安土駅北口
広場の舗装工事等を行いまし
た。

今後も施設及び市有地の維持管理に努め、市有財産の有効活用を図ります。

5

事業CD 090701 事業名 安土市有財産管理事業 所管課

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

安土駅北口市有地舗装工事 - 2,358 千円

総務費

総務管理費 ①安土駅北口市有地舗装工事
   安土駅北口の市有地（356㎡）について有効活用を図るため舗装工事を行い、地域活動等に使
えるようにしました。

②安土駅北口倉庫裏高木伐採業務委託
    ＪＲ架線に支障の恐れがある倉庫裏の高木を伐採しました。

財産管理費

予算額(千円) 2,808

決算額(千円) 2,490

（前年決算 －

国庫支出金

事業CD 090701
事業名 安土市有財産管理事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 84 資料



有

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 10

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

安土城復元推進協議会総会・講演会（一般参加102名）2024.2.3

安土未来づくり事業 所管課 安土未来づくり課

＜事業概要＞

総務費

総務管理費

自治振興費

予算額(千円) 3,109

決算額(千円) 3,051

（前年決算 3,080

安土城築城４５０年協議会 1 2 回

エリア別まちづくり検討ワークショップ関連安土地域に伝わる伝統文化
や文化財など貴重な資源（安
土城跡、聖徳太子伝承、西の
湖他）を文化交流や観光、産
業振興に活用しました。

6

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

- 全５ 回

安土城復元推進協議会幹事会、総会（講演会） 各１ 各１ 回

　安土城復元推進協議会は、県と連携しつつ復元に向けた気運醸成に努めます。
　安土城築城４５０年協議会は、継続的に協議会を開催し、令和８年度に向けて年間の事業計画を
確定して行きます。
  安土未来づくり事業支援業務委託で培った、エリア別まちづくり検討ワークショップ成果報告会の
成果を基に、地域づくりの可能性を探って行きます。

事業CD 116451 事業名

国庫支出金

事業CD 116451
事業名 安土未来づくり事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 88 資料

①安土城復元推進協議会
　幹事会と総会を各１回開催しました。幹事会では、滋賀県「幻の安土城」復元プロジェクトの情勢
について説明し、協議会活動の具体的な方向性について協議を行いました。総会では、令和４年
度の活動報告と当面の活動方針について説明し、各委員より復元への想いや協議会の活動の進
め方について意見交換を実施、その後講演会「『幻の安土城』復元プロジェクト」と「安土山図屏風」
（講師　滋賀県副知事　大杉　住子氏、滋賀県参事員　木戸　雅寿氏）を開催しました。
②安土城築城４５０年協議会
　　協議会（第２回、第３回）を開催し、今後の事業計画、予算等について協議を行いました。
③安土未来づくり推進事業支援業務委託
　　京都大学に業務を委託して全体構想、エリア別まちづくりプログラムの検討を行い、ワークショッ
プ全４回と成果報告会を開催しました。

講演会「幻の安土城」復元プロジェクト

講師 滋賀県副知事 大杉 住子氏

講演会 「安土山図屏風」

講師 滋賀県参事員 木戸 雅寿氏

第２回 安土城築城４５０年協議会 2023.6.14
エリア別まちづくり検討ワークショップ 2023.8.31



有

款 02 ＜成果・実績＞

項 01

目 19

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

安土町総合支所３階旧議場アスベスト除去工事

工事中 工事後

単位

安土町総合支所３階旧議場アスベスト除去工事 - 17,105 千円

事業CD 701301
事業名 安土町総合支所庁舎整備事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 94 資料

事業名 安土町総合支所庁舎整備事業 所管課 安土未来づくり課

安土町総合支所３階旧議場
跡の天井の塗装に含まれて
いたアスベストを除去する工
事を実施しました。

 支所庁舎は築４０年以上経過し、建物全体の老朽化が著しく設備の維持に修繕が必要です。
市役所新庁舎竣工後の、支所庁舎の公文書館使用を見据えて、引き続き市民が支所庁舎を安全
に利用できるよう長寿命化を図ってまいります。

7

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度

事業CD 701301

＜事業概要＞

総務費

総務管理費 ①安土町総合支所庁舎３階の旧議場の天井部分の塗装にアスベストが含まれていることが判明し
たことから、これを除去する工事を行いました。工事にあたってはアスベスト除去関連法令を遵守
し、環境に十分配慮して除去工事を行いました。庁舎建設費

予算額(千円) 19,030

決算額(千円) 17,105

（前年決算 97,691

国庫支出金



無

款 02 ＜成果・実績＞

項 03

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 03 ＜成果・実績＞

項 01

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

国庫支出金

　障がい者や要介護認定者
等公共交通機関の利用が困
難な市民の移動手段の確保
を図り、市民福祉の増進に寄
与するため、福祉自動車を安
土町区域内において運行しま
した。

年度末登録者数 169 158 人

　利用している方の交通手段として安全運行に努めます。
　現在の自家用有償旅客運送登録は令和７年３月末までとなっています。また、過去の事務事業
評価において他地域との公平性も課題になっていることから、令和６年秋ごろには事業の方向性に
ついての結論を出すべく、現在も検討を進めています。

9

件

住民票や戸籍・印鑑証明等の
証明発行や、戸籍・住所異動
の届出、マイナンバー関係等
の業務を行いました。

マイナンバー業務受付 1,060 548

福祉自動車の運行 290 290 日

単位

安土支所における証明発行 7,819 6,188

3,616

国庫支出金

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動

資料

総務費

戸籍住民基本台帳費 　担当原課と連携を図り、住民票や戸籍・印鑑証明書の発行や住民異動に伴う届出等の事務処理
を迅速かつ正確に行いました。
　また、マイナンバーカードの申請サポートや暗証番号の初期化等、マイナンバーカードを取得・使
用する際に必要な手続きに関しても正確に行うよう努めました。

戸籍住民基本台帳費

予算額(千円) 6,150

決算額(千円) 6,108

（前年決算

事業CD 170251
事業名 総合支所戸籍住民基本台帳事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 98

令和4年度 令和5年度

件

一般会計 決算書頁 104 資料

民生費

社会福祉費 　福祉自動車の登録者は７５歳以上の高齢者が９０％近くを占めており、登録理由の多くは障害等
の理由により歩行することが困難になった人や移動手段のない方となっています。
　利用者の行先としては、約７０％が医療機関となっており、多くの方が通院に利用されています。
次いで、図書館などの公共施設等となっており、利用者の社会参加に貢献することができました。
　また、財源を確保するために近江八幡市安土福祉自動車運行事業協賛金の募集を行い、１事業
者より１２万円の協賛金がありました。

社会福祉総務費

予算額(千円) 4,314

※令和４年度はマイナポイント事業があったためマイナンバー業務が増加

　安土未来づくり課でも引き続き本庁と同様の住民サービスを受けることができるよう取り組みま
す。

8

事業CD 200751
事業名 安土福祉自動車運行事業

所管課 安土未来づくり課

会計

＜事業概要＞ 戸籍届書・住所異動の受付 494 459

決算額(千円) 4,024

（前年決算 3,734

件

＜事業概要＞ 福祉自動車が利用された回数 2,341 2,185 回



無

款 03 ＜成果・実績＞

項 01

目 04

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 04 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

ひだまり庵　利用回数 47 47 回

県支出金   

決算額(千円) 1,101

（前年決算 1,062

国庫支出金

決算書頁 130 資料

　当面は高齢者の健康づくりの拠点として又、令和8年に安土築城450年事業を計画しており、活動
の拠点として活用を図りたいと考えています。

10

事業CD 074551
事業名 安土墓地公園維持管理事業

所管課 安土未来づくり課

会計

＜事業概要＞ ひだまり庵　利用人数 303 317 人

　誰もが気軽に集え、生きが
いを感じられる居場所づくりの
ための施設として、維持管理
を行いました。

事業CD 072501
事業名 ひだまり庵維持管理事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 110

事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動

資料

民生費

社会福祉費 　高齢者等の生きがいづくりや介護予防の場であり、近年では安土地域の町おこしの拠点として
「ひだまり庵」の維持管理を行いました。高齢者等の健康づくりやレクリエーションなど、ふれあい交
流の場として又安土地域の町おこしに役立っています。老人福祉費

予算額(千円) 107

決算額(千円) 97

（前年決算

令和4年度 令和5年度 単位

58

国庫支出金

一般会計

衛生費

保健衛生費 　安土墓地公園管理委員会に安土墓地公園の維持管理を委託しました。　1,025千円
墓地区画については１区画、供養施設（納骨堂）については１２区画の新たな申し込みがありまし
た。
【令和6年3月末時点の使用状況】
墓地区画：３４３／３４４
供養施設：９４／１１５２
 
 
 
 
 
 
 

環境衛生費

予算額(千円) 1,103

安土墓地公園の利用促進と
適切な維持管理に努めまし
た。

継続して安土墓地公園の円滑な運営を行います。
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維持管理委託 1 1 件

＜事業概要＞

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位



無

款 04 ＜成果・実績＞

項 01

目 06

）

※主な特定財源

＜課題、今後の取り組み＞

無

款 06 ＜成果・実績＞

項 03

目 01

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

豊浦舟だまり振興事業
所管課 安土未来づくり課

会計

豊浦舟だまり桟橋修繕 0 1 回

豊浦舟だまりの維持管理・修
繕を行い、地域振興を図りま
した。

　豊浦舟だまりは、漁業者の利用がなく、観光やレジャー目的に利用されており、施設の活用方法
を検討する必要があります。
　無断で係留されている船や沈船があり、景観を損なっています。

13

予算額(千円)

（前年決算 0

国庫支出金

農林水産業費

水産業費 ①桟橋老朽化に伴う修繕の実施　794千円
②豊浦舟だまり沖堤防の樹木繁茂に伴う除去作業の実施　96千円

5,782

決算額(千円) 5,782

（前年決算

事業CD 960112
事業名 安土墓地公園基金積立金

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁 130

5,343

安土墓地公園のこれからの維持管理に必要な基金を積み立てました。

環境衛生費

予算額(千円)

国庫支出金

資料

衛生費

保健衛生費

＜事業概要＞

921

供養施設使用者を様々な方法でPRして増収を図ります。

12

事業CD 400201
事業名

県支出金   

当該基金運用から生じる利子
相当額を積立てるとともに、墓
地の区画、供養施設の使用
料及び管理料を積立てまし
た。

一般会計 決算書頁 140 資料

＜事業概要＞ 豊浦舟だまり沖堤防樹木除去作業委託 0 1 回

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動 令和4年度 令和5年度 単位

決算額(千円) 919

水産業総務費



無

款 10 ＜成果・実績＞

項 06

目 04

）

※主な特定財源

①

②

③

＜課題、今後の取り組み＞

182

令和4年度 令和5年度 単位

社会体育施設管理費

083701
事業名 安土内野グラウンド施設維持管理事業

所管課 安土未来づくり課

会計 一般会計 決算書頁

予算額(千円) 336

決算額(千円) 327

（前年決算

事業CD

安土内野グラウンド利用回数（内、屋根付き利用回数） 54(18) 76(44) 回

458

国庫支出金

県支出金   事業の目的（成果）を達成するため行った主な活動

資料

教育費

保健体育費 　市民の心身の健全な発達及びスポーツの普及振興並びに市民福祉の向上を図るため、施設を
有効活用することができました。

　当面の間は、当課にて維持管理を行いますが、支所機能の集約により将来的には、スポーツ施
設を管理している所管課にて一括管理を行い、効率化を図りたいと考えています。
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＜事業概要＞ 利用団体数 4 5 個

　市民の心身の健全な発達
及びスポーツの普及振興並
びに市民福祉の向上を図るた
めの施設として、安土内野グ
ラウンドの維持管理を行いま
した。


